
FURNITURE MAINTENANCE GUIDE
この度は私共　　　　　　　　　　　　　　の商品をお買い求め頂き誠に有難うございます。

より永く、快適にお使い頂くために下記の注意事項をご参照下さい。

1-20-4  Ebisuminami Shibuyaku Tokyo 
Phone) 03-3710-9865   Fax) 03-3710-9798
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塗膜面の保護、 つや出しに使用する天然の蜜蠟ワックス
冬の間の表面の保湿にも。

ANTIEQUE WAX
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オレンジオイルと、 きれいなやわらかい布を用意します。

布に数回スプレーします。

表面を磨くように全体をふきあげます。

汚れを見つけたら、 重点的に落としてください。

ムラが出ないよう、 もう一度染
み込ませて、 全体に色を入れま
す。

別の布を用意して、 何も付けず
に乾拭きして全体をふきあげて整
えます。 押さえている手で色ムラ
が出来てしまわないよう、 両手と
も布を使います。

5〜10 分ほど乾かします。

別の布を用意して乾拭きをしま
す。 塗った後は、 ANTIEQUE 
WAX を塗って表面を保護します。
（右図へ）

やわらかい布にレストアフィニッ

シュを適量染み込ませます。

色を入れたい箇所の奥まで染み

込むようふきます。

軽度の傷 ・ 色褪せの修復に使用する補修用塗料

塗装を傷めることなく汚れを取り除くクリーナー

※　しっかり塗りたい場合は、 上記

の作業を２〜３度繰り返します。 べ

たつき、 ムラがなくなるまで力をこ

めて拭き取りながら行ってください。

※　初めてご利用の際は、 目立た

ない箇所でお試し頂いてからご使用

ください。

※　ワックスは商品の性質上、 室

温の高い場所では溶けやすくなりま

す。 涼しい場所で保管してください。

　　

色が入っているワックスは熱い物を

のせたり、 暑い場所で溶解すること

がありますのでご注意ください。

アンティークワックスとやわらか
い布を用意し、 布に少量のワッ
クスを付けます。

天板の裏側など、 目立たない所
から順番に、 擦り込むように全
体に塗ります。

全面に塗り終わったら、 別の乾
いた柔らかい布で木目に沿って
ワックスを十分に拭き取ります。

ワックスは 15〜20 分程度で乾か
してください。

ラッカー仕上げ家具の注意点

RESTOR-A-FINISH

ORANGE OIL

HOW TO USE 

HOW TO USE 
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ラッカー仕上げは木の質感を残しながらも、塗膜によって表面を保護する仕上げで

す。

仕上りの風合いをより良く保つために、普段の掃除は乾拭きで行ってください。水

拭きをされる場合は、硬く絞って水気をしっかりと切った布をお使いいただき、最後

に乾拭きで仕上げてください。

熱いカップや鍋、水滴がついたコップ等を置かれる場合は、輪染み防止として、コ

ースターや鍋敷き等をご使用ください。

年に一度以上、家具用WAXでお手入れされる事をお勧めします。WAXをかける事

により、表面に艶を与え、塗膜の保護ができます。

傷や色褪せ等が気になる場合は、木製品用修復塗料をご使用ください。

※P.F.S.にてメンテナンス用品をお求めの際は、上記商品をご使用ください。ご不明

点はスタッフまでお気軽にお問い合わせください。

【上記にてご案内させていただいたのは、より長く使用していただくために、お客様にお気軽に行っていただけるメンテナンス方法です。メンテナンス用品では修復でき

ない傷や色褪せ、その他お困りのことがございましたら、P.F.S.スタッフまでご相談ください。弊社工場にて行える修理方法・お値段等、ご案内させていただきます。】


